
  

令和６年度１０月号 春日部市立豊野中学校 

             ～ 笑顔の効果 ～                     埼玉県マスコット 

校長  平原 隆範        「コバトン」 

  

おめでとう！豊野中生の活躍～鍛錬した日々の努力の成果～ 

 

〇新人体育大会兼県民総合スポーツ大会県大会 

水泳  ５０ｍ平泳ぎ   第３位  高力 陽登 

 

○新人体育大会兼県民総合スポーツ大会春日部市予選会 

  野球部 第 1位（県大会へ） 

  サッカー部 惜 敗 

  ソフトテニス 団体 惜敗   個人 惜敗 

  男子バスケットボール部 第 1位（県大会へ） 

  女子バスケットボール部 第 1位（県大会へ） 

  男子バレーボール部  第 2位（県大会へ） 

  女子バレーボール部  第 3位 

  男子卓球部 団体 第 2位（県大会へ） 

個人 Ｗ第 3位 富田 紀陽・間藤 航太（県大会へ）   

Ｓ 惜敗 

  女子卓球部 団体 第 2位（県大会へ） 

    個人 Ｗ第 1位 岩瀬 苺・山本 芽依（県大会へ） 

第 2位 三浦 陽彩・小椋 葵心（県大会へ） 

  Ｓ 第 3位 坂本 凛 

  陸上競技部 

男子４００ｍ 第 1位 矢島 光明（県大会へ） 

男子４００ｍ 第 3位 宮岡 音弥（県大会へ） 

男子２００ｍ 第 5位 神成 宥杜（県大会へ） 

男子砲丸投  第 1位 中山 陽天（大会新・県大会へ） 

男子砲丸投 第 4位 中尾 遥馬（県大会へ） 

男子円盤投 第 4位 岡田 幸之助（県大会へ） 

男子４×１００ｍＲ 第 2位 中山 陽天  矢島 光明 

          （県大会へ） 宮岡 音弥  神成 宥杜 

女子２年１００ｍ 第 1位 髙橋 ひな（県大会へ） 

女子２年１００ｍ 第 2位 得能 咲希 

女子２００ｍ 第 1位 得能 咲希（県大会へ） 

女子１年１００ｍ 第 3位 篠部 結希 

女子１００ｍＨ 第 1位 小寺 絆奈（県大会へ） 

女子走高跳 第 1位 髙橋 ひな 

女子４×１００ｍＲ 第 1位 小寺 絆奈  髙橋 ひな 

（大会新・県大会へ）   得能 咲希  田中 咲妃 

   

○春日部市人権作文 優良賞 ２年 富田 紀陽 

               佳 作 ３年 鹿内 孔明 

               佳 作 １年 和田 実奈 

 

○春日部市中学校英語弁論大会出場 ２年 山本 紫綺 

                         １年 有竹 優月 

 

〇春日部市内読書感想文コンクール 金賞 

   ３年 岡田 紗和  髙橋 里林  藤本  晴 

   ２年 谷上 七海  荻原 小春 

   １年 辻崎 蒼生 

教育目標「夢創造～一生懸命がカッコイイ」 ～ 生き生き充実ウェルビーイング！ 

暑かった 9月も、彼岸を過ぎてようやく秋らしさを実感できるようになりまし 

た。ただ、すでに 8月の終わりには、あれだけ鳴いていた蝉が秋の虫に代わり、通 

勤途中の銀杏の木が薄っすらと黄色く色づき始めていました。人間にはまだ真夏と変わらない暑さが 

続いているとしか感じることができないのに、他の生き物はかすかな気候の変化を感じ取って、人より 

先に次の季節に移っていけるようです。 

さて、今年の夏、第１０６回全国高校野球選手権大会が甲子園球場で行われました。私自身、テレビの前で多くの試合を

楽しみましたが、画面の向こう側には、苦しい場面でもマウンド上で笑顔で踏ん張る投手、ここ一番の場面に笑顔でバッタ

ーボックスで構える打者、苦しそうな投手を笑顔で元気づける捕手、ピンチの場面に笑顔で内野陣に伝令を送る選手、そ

してどんな厳しい場面にも笑顔で采配をする監督、と誰もが野球を楽しんでいるかっこ 

いい人たちだと、私には思えました。先週の新人体育大会春日部市予選においても様々 

な競技で同じような光景を見ました。高校球児たちが帽子のつばに書く言葉についての 

調査があったそうです。それによると「感謝」「絆」「ありがとう」などが多く、しかし一方で、 

「必笑」「笑顔」「常笑」という「笑」の字を用いた言葉も人気があり、もともとの「必勝」や 

「常勝」よりも書いている球児が多かったそうです。 

精神科医の和田秀樹先生はご自身の著書の中で、笑顔の効果について次の５点を挙げています。（なぜか人生がうまく

いく「明るい人」の科学 より） 

 

 

 

また、心理学者ウィリアム・ジェームズ氏は「楽しいから笑うのではない、笑うから楽しいのだ」という言葉を残していま

す。 

普段、各教室をまわっていると、休み時間に笑顔いっぱいで友達とおしゃべりをしている姿や、授業中においても、授業

の内容や先生の話、生徒とのやり取り等でほほえましい笑い声が聞こえてくることがよくあります。また、校長室で仕事をし

ていると、時折、職員室から先生方の談笑が聞こえてきます。明るく、やわらかい雰囲気 

を感じながら、学校全体が前を向いて進んでいることを感じます。 

さあ１０月です。学校にとっては、学習（中間テスト）に行事（生徒会役員選挙、市内駅 

伝、合唱コンクール・文化部発表会）に部活動（県大会）と盛りだくさんの１０月です。みな 

さんどうでしょう、まずは「笑顔」で動き出すことから始めませんか。気持ちに余裕が生ま 

れ、生き生きとした印象を周囲に与えることで、物事が良い方向に向かうはずです。保護 

者の皆様、地域の皆様、今月もどうぞよろしくお願いします。 

①気持ちに余裕が生まれる        ④免疫力が高まる  

②相手に心を開いているサインになる   ⑤精神的に安定する  

③生き生きした印象を与える  

 

https://digital.asahi.com/articles/photo/AS20230804002859.html


 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期始業式 

各学年 生徒代表の言葉 

 ２学期で頑張りたいこと 
３年４組 飯島 橙生 

 
僕が２学期で頑張りたいことは３つあります。１つ目は受験勉強です。１学期は部活動と受

験勉強の両立が大変で、なかなか受験勉強に集中することができず、目標にしていた「１学期
の期末テストで５教科合計４００点」を達成することができませんでした。得意科目ばかり勉
強していたため、苦手科目が足をひっぱり、合計点を下げてしまいました。夏休みでは、苦手
科目の数学に力を入れて勉強しました。僕とは逆に数学が得意な姉がいたので、間違えた問題
を理解できるまで繰り返し教えてもらいました。なので、２学期は目標にしている４００点を
達成できるように頑張りたいです。 
僕はまだ行きたい高校が決まっていませんが、自分の行きたい高校を見つけて、その高校に

合格できるように、得意教科の国語をもっと伸ばしていき、点数を更にあげられるようにした
いです。そして、苦手教科の英語と数学は基礎基本から学び直して苦手を克服できるようにし
たいです。また、わからないところは各教科の先生方に聞いたり、得意な友達に教えてもらっ
たりなど、工夫をし、少しでもテストの点数や偏差値が上げられるように頑張りたいです。で
も、僕は勉強が苦手な上に面倒くさがり屋なので、どこかで必ずやりたくないという気持ちが
出てきてしまうと思います。ですが、この先も大好きなバスケットをやるためには成績もキー
プしなければいけないので、「バスケットのために」という気持ちを奮い立たせて受験勉強を
頑張っていきたいと思います。 
２つ目は部活動です。バスケのために家族をはじめ、たくさんの人が支えてくれていたにも

関わらず、部活動の目標であった「学校総合体育大会で全国の舞台に立ってベスト４の成績を
残す」を達成させることができませんでした。幸いにもクラブチームで全国大会にチャレンジ
する機会があるので、最後の全国大会に立てるチャンスをチームみんなで掴むことができるよ
うに、チーム一丸となって頑張っていきます。そして、これからの練習では、関東大会で課題
に出たリバウンドとディフェンスの部分に集中して取り組み、個人としては３Ｐシュートの決
定率とゲームコントロール力を強化できるように練習をしていこうと思います。そして今度こ
そ最後にチームみんなで笑って終えられるようにしたいです。 
３つ目は残りの中学校生活を全力で楽しむことです。今年はどんな行事でも「最後」という

言葉がつきます。なので、残された合唱コンクールや球技大会を豊野中学校の仲間たちと悔い
のないように全力で楽しみ、一生の宝物にできるようにしたいです。そのためにはお互いに尊
重しあい、同じ目標に向かって力を合わせていきたいです。そして、いつか大人になってこの
中学校生活を振り返った時に、仲間とともに切磋琢磨した日々や何気ないことで笑った日常な
どが楽しかった思い出であふれるように、残りの学校生活の一日一日を大切にしながた過ごし
ていきたいと思います。 
２学期も学習とクラブチームと学校行事と、忙しい学期になりますが、何事にも一生懸命に

全力で取り組み、その姿が後輩の皆さんにも伝わるよう、最高学年として頑張りたいです。 

２学期の抱負 
２年２組 吹田 久弥 

 
長かった夏休みも終わり、今日から２年生の２学期を迎えます。私はこの２学期、頑張りたいこ

とが３つあります。 
１つ目は勉強です。１学期の期末テストでは、数学の点数が目標に届かず、２年生勉強の難しさ

を実感しました。また、他の教科も悔しさが残る結果となってしまいました。テスト期間を振り返
ってみると、学習に向き合う姿勢や時間が不足していたと思います。なので２学期は、１学期以上
に勉強に自主的に取り組みたいと思います。具体的には、勉強に集中できるように、勉強をする環
境を整えたり、自由に使える時間を勉強時間にあてたりし、自分の苦手な教科の克服に取り組みま
す。また、得意な教科も気を抜かず、しっかりと取り組み、全体的な学力のレベルアップを目指し
ていきたいです。 
２つ目は部活動です。私は吹奏楽部に所属しています。昨年は、代々受け継がれてきた全国大会

出場という夢には届かず、部員一同悔しい気持ちが残りました。そしていよいよ２学期は、本格的
にマーチングシーズンを迎えます。私は、これからの部活動でより一層質の良い練習や素早い行動
を意識して取り組んでいこうと思います。そして、絶対に今のメンバーで全国大会出場という夢
を、実現させたいです。そのためにまずは、９月に行われるマーチングバンド県大会に向けて、自
分のやるべきことや、練習に毎日欠かさずに取り組んでいきたいと思います。日々の積み重ねを大
切にし、憧れの舞台で最高のパフォーマンスができるよう頑張ります。 
３つ目は学校行事です。２学期には、合唱コンクールがあります。私は今年度、合唱コンクール

実行委員を務めています。合唱コンクール実行委員を務めるのは初めてなので、不安もあります
が、様々なことに積極的に取り組み、今年の合唱コンクールを今まで以上に盛り上げていきたいで
す。そして、みんなにとって最高の思い出に残るようにしたいと思います。また、昨年金賞をとる
事ができなかった悔しさをばねに、今年こそクラス一丸となって、金賞を目指して頑張りたいで
す。そして何より、このクラスだからこそつくりあげることのできる、最高の合唱を響かせるため
に、実行委員としてクラスを引っ張っていきたいと思います。 
私はこれらの目標を達成するために、この２学期は様々な面で日々努力を欠かさずしていきた

いと思います。この２学期で、私たち２年生は中学校生活の折り返しを迎えます。今の仲間たちと
過ごすことのできる、一瞬一瞬を大切にし、お互いに高め合いながら助け合える。そんな２学期に
していきたいです。そして、卒業まで、残り半分であるという自覚をもち、中学校を卒業した先を
みすえて、勉強に対する姿勢や他の人との関わり方を改めていく２学期にしたいと思います。少し
ずつ大人に近づいている今だからこそできる様々なことにチャレンジし、充実した日々をすごし
ていきたいです。 

「2学期に向けて」 
1年 2組 山﨑さゆり 

 
1学期は、体育祭や期末テストなどの中学校生活初めての行事を体験しました。その中で、勉強の
大切さや、仲間と一致団結することの楽しさを学びました。反省点として、勉強面では数学の学習
が不足していた事により、期末テストの点数を落としてしまいました。体育祭の結果は良かったけ
れど、実行委員としてあまりクラスをまとめられなかったなどの反省点もありました。 
なので今年の夏休みは、宿題やワークを通して苦手なところの復習を行ってきました。 
また、部活動に積極的に取り組み、技術や日々の生活態度など色々な面で成長できるように努力し
ました。 
先輩方は、県大会、関東大会で見事優勝し、全国中学校バスケットボール大会に出場し、全国ベス
ト８という結果を残されました。すごいと思ったのは、１０点以上差がついても、決してあきらめ
ず、勝ちきったところです。 
 2学期は、勉強、部活、そして生活面、すべてで気を抜かず一生懸命取り組んでいきたいです。
勉強面では、一学期のテストを振り返り、ケアレスミスの削減を心がけていきます。部活では、一
回一回ベストを尽くせるように、技術の向上と学ぶ姿勢を大切にしていきたいです。最後に生活面
では、2、3年生の強さや団結力に負けないよう、学級委員として、クラスを一つにまとめて、みん
なで熱くなれる、そして思い出に残る、そんな力を合唱コンクールを通して見せていきたいです。 

 

豊野中学校 １０月の主な行事予定 

日 曜 主な行事 日 曜 主な行事 日 曜 主な行事 

１ 火 完全下校１７：１５ １１ 金 ３年進路保護者会  新人県大会（陸上） ２６ 土 合唱コンクール・文化部発表会 

３ 木 生徒会役員選挙 １２ 土 新人県大会（陸上） ２８ 月 振替休業日 

６ 日 テスト前諸活動停止期間（～９日） １６ 水 市内駅伝大会 ３１ 木 ２年職業学習 

９ 水 中間テスト １８ 金 特別支援学級地区交流会 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 


